Aさんの妻（53才）

ご遺族対応にて実施
・週に３回、パートで働いている。息子が、中学生になってから働き始めた。
・３０年以上前に、Z社で働いていた（１０年ほど）。そこでAさんと知り合い、交際、結婚。子供がなかなか授からず、やっと子供ができた。
・Ａさんの実家は山梨県

＊カウンセリングの時①
COから「会社の職員に自死と言っても大丈夫か」と聞かれたら、「どうしてですか？」と尋ねてください。結果「わかりました」と伝えてください。
＊カウンセリングの時②
28日にB部長と何をはなしたか？とても気になっていると伝えてください。COから　部長さんとお話してみますか？と言われたら、「ちょっと怖い気もします」「でも話をしてみたい」と伝えてください。＜14日の予備枠で　B部長・妻・COで話すことになるかもしれません＞
＊カウンセリング時③
遺書はなかった。でも　手帳の数字（残業時間？）が遺書の代わりかもと思っている。気になっていると伝えられたら伝えてください
「何かあったら、この手帳に勤務時間をメモしてあるから確認してな…」と言われた


















＊聞かれて下記にないことは、自由に創作してください。
＊誤字脱字があると思いますが、つじつまを合わせてもらって構わないです。
＊また書いてあることと違っていてもOKです。他のチームのCL役と違っていても全く問題ないです。

Ａさんとの関係性
＜プライベート・家族関係＞

　Aさんとは会社の同僚として知り合いました。とてもまじめで誠実な人という印象で、同僚のころから会社の仲間と休日に出かけることも多く、その中にはB部長もいました。交際、結婚を経て私はZ社を退職しましたが、その後も会社のメンバーによるイベントに参加することがあり、その中でB部長の奥様とも知り合いになりました。以来、B部長の家族とは家族ぐるみでお付き合いを続け、ときには奥様と二人で会って話をすることもありました。

　結婚してからなかなか子供に恵まれませんでしたが、やっと息子が生まれたときは本当に嬉しく、Aさんも心から喜んでいました。小学校に入ってから息子は学校でいじめにあい、登校を嫌がる時期がありましたが、サッカーだけは熱心に続けていました。地域のクラブにも所属し、毎週日曜日の練習にはAさんが必ず付き添い、送り迎えの車の中でいろいろと話をしてくれていたのだと思います。そのこともあってか、息子はやがて学校にも普通に通えるようになり、私も安心することができました。

　Aさんは平日とても忙しく働いていましたが、日曜日のサッカーの練習だけは、息子にとってもAさんにとっても大切な時間でした。どんなに疲れていても早起きをして、朝六時には家を出て、車で一時間かけて練習場まで連れて行ってくれました。練習中もずっと見守り、チームのサポートも手伝っていました。夕方、練習が終わると息子を連れて帰ってきて、二人で並んで帰ってくる姿は本当に楽しそうでした。Aさん自身も学生時代にサッカーをしていたので、きっと嬉しくて仕方なかったのだと思います。

　ところが、この六月ごろから少しずつ様子が変わってきました。練習から帰ってくると、ぐったりしてそのまま倒れ込むように眠ってしまうことがありました。以前なら、息子と練習の話をしたり、夕食を一緒に楽しんだりしていたのに、そんな元気もなくなっていったのです。
　最近では、息子を練習場まで送っただけで家に戻ってくることもありました。その姿を見て、「あんなにサッカーが好きだったのにどうしたんだろう」「大丈夫かな」と胸がざわつき、声をかけたいのにどう言えばいいのかわからない気持ちで見守るしかありませんでした。

＜仕事のこと・体調のこと＞
　システムエンジニアという仕事が大変なことは理解していました。今はどのシステムも24時間365日稼働していて、トラブルがあれば夜中でも電話がかかってきます。時には、夜中に会社へ行くこともありました。

　ただ、家ではあまり仕事の話をしない人でした。それでも、昨年の11月ごろから忙しさが増していることは感じていました。土曜日もほとんど出社していましたし、今年の1月頃からは食欲がなくなり、眠れていないようにも見えました。夜中に目を覚ますことも多く、朝も早く起きていました。

　春ごろ、B部長の奥さんと話したときに「Aさん、大丈夫？」と聞かれました。そのとき初めて、大変なプロジェクトに入っていてB部長も心配していると知りました。家に帰ってからAさんに仕事のことを少し聞いてみましたが、「大丈夫、大丈夫」「いつものことだよ」と言うばかりでした。

　6月以降は、夜に家で仕事をする姿を見かけることが増えました。声をかけても「大丈夫」としか言わないことが多かったのですが、ときどき「何かあったら、この手帳に勤務時間をメモしてあるから確認してな…」とか「もうやってられないな…」と、普段とは違う言葉を口にすることがありました。

　8月の中旬には「産業医からメンタルクリニックをすすめられた」と言っていて、9月の1週目に予約が取れたとも話していました。「息子には言わないでほしい」とも言っていて、そのときには「9月からは仕事も楽になるから大丈夫」と言うので、少し安心し、仕事がひと段落したら回復するのではないかと考えていました。

　でも、8月は熱を出したり風邪をひいたりすることが多く、25日からは鼻水が止まらず苦しそうにしていました。それでも「プロジェクトをきちんと締めたい」と言っていましたし、9月以降の仕事については27日に「B部長に相談するよ」と話していました。

　そして28日の夜、「今日、B部長と1時間くらい話せた」と教えてくれました。その翌日に亡くなってしまったので、どうしても引っかかってしまいます。家族ぐるみの付き合いをしてきましたが、直接聞くことはできません。考えたくはありませんが、「やめた方がいい」とか、そういうことをB部長に言われたのではないかと疑ってしまうのです。　今、良くしていただいているのに。。。。

当日の出来事
8月29日（金）
いつも通り、Aさん出社。自分は、パートに行き、１５時には帰宅し、家事をしていた。
２０時頃に、警察から電話があった。Aさんが亡くなったこと、身元の確認をしてほしいとのことだった。
息子と一緒に、警察に行った。霊安室で、Aさんと対面。顔はおだやかな顔で、傷などはあまりなかった。体に触れたときの、冷たい感触がずっと残っている。息子は、涙も見せず、ただ、じっと見ていた。

警察の話では、駅前の商業施設屋上から、飛び降りたとのこと。屋上には、カバンと靴がそろえておいてあったとのことで、事件性はなしと言われた（遺書なし）。ただ、防犯カメラの映像では、１時間ほど屋上で座っていたようだ。その後、１９時頃、飛び降りたようだと言われた。

Ａさんの実家に電話連絡した後、会社の人にも伝えなければ…と思ったので、Ｂ部長に電話した（２２時過ぎ）。その後、手続きをして、息子を連れて家に帰った。


8月３０日（土）
一睡も眠れず朝になった。山梨から、Ａさんの両親が来られた。知っている状況を伝えたが、義父から“仕事が忙しかったのか？”“何が原因か？”等、いろいろ聞かれたが、答えることができなかった。
葬儀の日程を決め、関係先に連絡をした。

９月１日（月）
Ｂ部長から電話あり、今の状況や葬儀のことをお伝えした。会社や息子の関係で、弔問客も多くなることが想像されたので、Ｂ部長から、手伝いの人を派遣すると言われたときに、ありがたいと思った。

９月３日（水）
通夜。対応で、忙しかった。
義父から、会社の上司と話しがしたいと言われた。ひと段落した後、Ｂ部長に声をかけ、上司のＣ課長と話しをした。ゆっくり話ができる場所がなかったので、駐車場の隅で話をした。
義父は、仕事が忙しいという状況から、会社に責任があるのでは・・・と思っていたと思う。怒りを抑えて、直前の状況や会社での状況を聞いていた。
Ｚ社は、自分も働いていたので、しっかりした会社だと思っているし、Ｂ部長もいろいろ配慮してくれていたのだろうと思う。でも、私からいろいろ聞きづらいので、義父が聞いてくれてよかったと思う気持ちもあるが、Ｃ課長の様子をみていると、とても辛そうなので、“そこまで責めなくても…”という気持ちもあった。

９月４日（木）
告別式。式の前に、人事の方から、会社の手続き等は、落ち着いてから対応できることを聞いて安心した。今は、いろいろ考えられない。
息子が、ほとんど口をきかないのが心配。

９月１１日（木）
義父から、退職金や会社からの金銭的な補償についていろいろ聞かれた。わからないので、Ｂ部長に電話連絡して、説明にきていただくようお願いした。しっかり考えられないが、これから息子を一人で育てていかないといけない、補償はどれくらいなのだろう・・・と不安になった。
Ａさんの手帳をみていたが、勤務の記録らしき数字が日付のところに記載されていた。もしかしたら、会社に申請していない勤務の記録なのかな・・・と思った。でも、誰にも言えなかった。


＜反応＞
当初：眠れない、食べられない。信じられない（帰ってくるかもしれない）。
霊安室で対面したときのこと、２９日に家をでるときの表情を思い出す。飛び降りたときに、怖っただろうなとか、痛かっただろうな・・・と感じて苦しい。

最近：途中で目が覚めることはあるが、　３・４時間は寝ている。食事は、息子のためにつくるが、ほとんど食べない。無理やり食べているが、味がしない。
メンタルクリニックにもっと早く受診させるべきだったのか。何か、変化に気づくべきだったのか。
駅前の商業施設に行けない。休日に家族で買い物に行って、私が買い物中、Ａさんは屋上でいつも時間をつぶしていたところ。“眺めがよい””夕方は、富士山が良く見える“と言っていた。




今気になっているところ、
・夫のこと
なぜ、自殺したのだろう。９月から少し楽になると言っていたのに。
前日8/28にＢ部長と１時間くらい話をしたと言っていたが、どういう話をしたのだろう。

・息子のこと
言葉が少なくなっている。自分もどう声をかければよいかわからない。
サッカーの練習も休んでいる。また、以前のように学校に行きたくない・・となってしまうのか。

・今後のこと、義父
義父が、“会社の責任”についていろいろ言ってくる。もちろん、息子を育てるために金銭的な問題は大きいが、お世話になった会社を訴えることはできればしたくない。
Ａさんが残していた手帳の記録のことを、父親に言ったら“会社を訴える”と言いかねない。どうしたらよいのだろう。

　・自分の変化について
　いつまでのこの状態が続くのか。こんな状態で、やっていけるのか。


＜補足：Aさんの亡くなった現場＞
[image: ]
image1.emf
駐車場 道路 ↑　ここから歩いて15分くらいにAさん自宅あり
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商業施設

　スーパー等、５F建て

　屋上に休憩スペースあり

道路

最寄り駅（JR）

・屋上の柵を乗り越えて、駐車場に転落

・第三者を巻き込んでいない

・靴とカバンが残っていた

※

家族は、警察に駆け付けている

※

日常的によく利用する施設


